
北海道新聞社杯
第 12回南富良野町ジュニアカーリング選手権大会
　道内のジュニアチームが熱戦を繰り広げます。
　地元チームも出場しますので応援をよろしくお願い
します。
と　き　11月26日（土）から27日（日）
　　　　開会式　26 日　午前 11 時 45 分から
ところ　落合　空知川スポーツリンクス

問い合わせ先
南富良野カーリング協会事務局（どんころ野外学校）　� 53‐2171

放送大学 4月入学生募集
　放送大学は、テレビなどの放送により授業を行う通
信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、
学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代、職
業の方が学んでいます。
　ただいま、平成 24 年 4 月入学生を募集しています。
　詳しい資料を無料で送付いたしますので、お気軽に
お問合せください。
○募集学生の種類
　・教養学部
　　科目履修生（6ケ月在学し、希望する科目を履修）
　　選科履修生（1年間在学し、希望する科目を履修）
　　全科履修生（4年以上在学し、卒業を目指す）
　・大学院
　　修士科目生（6ケ月在学し、希望する科目を履修）
　　修士選科生（1年間在学し、希望する科目を履修）
○授業料
　　1 科目 11，000 円（半年間、教材費込み）
○受付期限
　　平成23年11月15日（火）から平成24年2月29日（水）
○資料請求（無料）・お問合わせ先
　　〒 060‐0817　札幌市北区北 17 条西 8丁目
　　　　　　　　　（北海道大学構内）
　　�放送大学北海道学習センター　�011‐736‐6318
　　�放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp

生命の貯蓄体操講習会の開催について
　生命の貯蓄体操は、心身のバランスを保ち、自然治
癒力を高めるために考えられた健康づくりの体操です。
　自分の体は自分で手当てをし、健康で楽しい日々で
あるように、努力してみましょう。
　つきましては、下記のとおり講師を招き講習会を開
催しますので、多数の参加をお待ちしております。

記
開 催 日　11 月 11 日（金）　午前 10 時から
開催場所　落合地区多目的センター
講　　師　生命の貯蓄体操道北総支部長　
　　　　　　　工藤 晴美　先生
参 加 料　無　料
持ち物等　バスタオル・動きやすい服装でお越しくだ
　　　　　さい。

問い合わせ先
生命の貯蓄体操南富良野連絡所
小松 光子　� 090‐5220‐3846

小林裕幸さん（幾寅郵便局長）
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○場　所　保健福祉センターロビー
○日　程　11 月 8 日（火）から 12 月 8 日（木）

広域タウン情報 花人街道２３７

上富良野町
温泉で癒されてみませんか

吹上露天の湯
　十勝岳温泉郷にある「吹上露天の湯」で疲れを癒しません
か。一面の雪景色を堪能しながらの露天風呂は、最高です。 
　ぜひ、家族で十勝岳の大自然と温泉をご堪能ください。
　また、雪が降ることも考えられますので、運転には十分気
をつけてお越しください。
■問合せ　上富良野町役場産業振興課　� 45‐6983

占 冠 村
道の駅「自然体感しむかっぷ」

　道の駅「自然体感しむかっぷ」には、自然や動物のパネル
のほかレストランやお土産店が並んでいます。道の駅内に常
駐している観光協会の職員が丁寧に観光案内をしてくれます。
　また、道の駅のポケットパークには大きな寒暖計が設置さ
れています。寒暖計には、その年の占冠村の最低気温が表示
されています。来年は何度になるのでしょうか？！可愛い雪
ダルマが乗っている寒暖計。記念撮影にいかがでしょうか。
■問合せ　NPO法人占冠・村づくり観光協会　� 39‐8010

富良野市
富良野スキー場 11月 19 日（土）オープン！（予定）

　富良野スキー場は今シーズンが開設 50年。50 年の節目を
きっかけに、より楽しいスキー場へと生まれ変わります。初
心者向けキッズパークや上級者も楽しめるパーク、ツリーラ
ンを新設するほか、ナイターイベントや週末イベントの開催
など魅力満載。ほかにも、雪の保育園『スノーキッズケア』
や、スノーモービルなど多彩なアクティビティーが楽しめる
『わくわくファミリースノーランド』もあります。また、1月
～ 4月の第 3日曜日は『スキーこどもの日』。小学生以下の
お子様のリフト 1日券が無料です。ぜひお越しください。
■問合せ　新富良野プリンスホテル　� 22‐1111

中富良野町
なかふらの産クリーン米

「みのりの大地から」を食べてみませんか
　できるかぎり農薬を使わない安全・安心な平成23年産高品
質一等米（玄米でＪＡ低温倉庫貯蔵）を直前に精米してお届け
します。クリーン米の生産者は、安全のための努力を惜しみ
なく行ない、高い品質のクリーン米を育てました。生産者の
まごころがこもったクリーン米をぜひご賞味ください。
■問合せ　地域水田農業推進協議会　� 44‐2402


